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背景と目的

 人口減少と高齢化に伴い国内市場の縮小が確実視される中、農林水産業及び食品産業の生産基盤の維持・強化のためには、人口の増
加や経済成長が見込まれる世界市場の獲得に向けて、農林水産物・食品の輸出や食品産業の海外展開が不可欠である。

 現状、農林水産政策研究所が実施した2030 年の世界の飲食料市場規模の推計（2015 年が基準年）を参考にしながら、輸出促進施
策の検討・推進に取り組んでいるが、今後も継続して輸出促進を図るためには、最近の実績をベースとしながら、2030 年およびその
先を見据えた、海外市場の今後の成長見通しを適切に把握することが必要となる。

 このため、各国・地域について、日本産食品のユーザーとなりうる層（主として富裕層）がどの程度拡大し、どのような品目が受容され
うるのかを適切に見通す必要がある。

事業目的

事業内容

 そこで本事業では、農林水産政策研究所（2019）「世界の飲食料市場規模の推計」を参考とし、同推計手法を可能な限り踏襲しながら、
2040年までの市場規模の推計を実施した。

 所得の階層別人口の将来推計も実施した。

 具体的には、以下の推計を実施した。

1. 飲食料関連3部門（生鮮品、加工品、外食）の市場規模の推計 （市場規模としてOECD産業連関表を使用し、前回推計の手法・
部門を踏襲した推計）

2. 関連推計（所得の階層別人口の将来推計）
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１．飲食料関連3部門の市場規模の推計
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推計の対象国・手法

 前回の推計では我が国の輸出状況、地域連携協定の締結状況を踏ま
えて、GDP上位20か国に、 EU加盟国５か国、環太平洋諸国10か
国・地域を加えた34か国・地域を選定していた（日本を除く）。

 今回の推計では可能な限り対象国・地域を広げることとし、推計に必
要なデータの利用可能性を精査した上で、 49か国・地域について推
計を実施した。

推計の対象国

 可能な限り国際機関の統計を利用。

• OECD産業連関表

• OECD Forecast

• IMF World Economic Outlook Database

• 国連人口統計 等

 各国・地域の飲食料市場規模（生鮮品、加工品、外食）とGDP との相
関関係※を回帰分析により計測。

※１人当たりGDPの変化に対する１人当たり飲食料市場規模の変化の関係

 この相関関係と、各国のGDPと人口の見通しを用いて、2040年の
飲食料市場規模を推計。

推計の手法

国・地域名地域
（国・地域数）

中国、インド、韓国、トルコ、インドネシ
ア、タイ、香港、フィリピン、シンガ
ポール、マレーシア、ベトナム、台湾

アジア
（12か国・地域）

アメリカ、カナダ、メキシコ北米
（３か国）

ブラジル、チリ、ペルー、アルゼンチン、
コロンビア

南米
（５か国）

ドイツ、イギリス、フランス、イタリア、
ロシア、スペイン、オランダ、スイス、ス
ウェーデン、ポーランド、ベルギー、
オーストリア、デンマーク、ポルトガル、
ノルウェー、フィンランド、ギリシャ、
アイルランド、ブルガリア、ルーマニア、
チェコ、ハンガリー、スロバキア

ヨーロッパ
（23か国）

サウジアラビア、イスラエル、モロッコ、
南アフリカ

中東・アフリカ
（４か国）

オーストラリア、ニュージーランドオセアニア
（２か国）
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推計結果（飲食料市場規模）

４９か国・地域の飲食料市場の規模は、 2020年の市場規模（約900兆円）から、
２０３０年には約１．６倍（約1,500兆円）、2040年には約2倍（約１，８００兆円）へと拡大。

アジア
410 

アジア
630 

アジア
740 

アジア
840 

アジア
940 

北 ⽶
230 

北 ⽶
340 

北 ⽶
370 

北 ⽶
390 

北 ⽶
420 

ヨーロッパ
230 

ヨーロッパ
310 

ヨーロッパ
320 

ヨーロッパ
340 

ヨーロッパ
360 

920 

1,350 
1,510 

1,670 
1,820 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

（兆円）
オセアニア
中東・アフリカ
ヨーロッパ
南 ⽶
北 ⽶
アジア

約2倍

約1.6倍

2040年2035年2030年2025年2020年

3030302020オセアニア

3030302020中東・アフリカ

4030302020南 ⽶

360340320310230ヨーロッパ

420390370340230北 ⽶

940840740630410アジア

1,8201,6701,5101,350920合計



7 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

推計結果 ２０３０年 （国別・部門別の飲食料市場規模の概要）

 中国は、大幅な経済成長が見込まれ、加工品を中心に269兆円から498兆円と200兆円以上拡大する。

 インドは、急激な人口増加と一人あたりGDPの成長に伴い、高い成長率が見込まれる。特に、加工品の市場が急速に成長する。

 アメリカは、更なる経済成長による市場拡大が見込まれ、外食を中心に１９４兆円から３07兆円と100兆円以上拡大する。

GDP(百億USD)・人口（億人）・1人あたりGDP（百USD）市場規模（兆円）

伸び（倍）2030年2020年伸び（倍）2030年2020年

1人当
たり
GDP

人口GDP
1人当
たり
GDP

人口GDP
1人当
たり
GDP

人口GDP計外食
加工
品

生鮮
品

計外食
加工
品

生鮮
品

計外食
加工
品

生鮮
品

1.41.01.4793,6682,892573,5122,0191.81.91.91.774311228234941159148204アジア

1.51.01.51411,4031,973931,4121,3191.92.12.01.74987219722826935100133中国

1.51.11.7211,462304141,3411832.12.42.71.99062560432932インド

1.41.11.53829111127271741.92.11.72.0365922192511インドネシア

1.11.11.198513504914884431.51.51.51.411929514080193328その他アジア

1.21.11.35495262,8904594962,2761.61.71.61.636616113769228968844北米

1.21.01.37303472,5356103322,0231.61.71.51.530714910552194887234アメリカ

1.31.11.41981793541541642531.81.51.91.6591131163371610その他北米

1.21.11.23138211927359961.61.51.61.626611916476南米

1.11.01.23396652,2562976611,9621.41.61.41.232499147782306310363ヨーロッパ

1.11.11.21341542061211361651.62.01.61.5276111017377中東・アフリカ

1.11.11.355835195508311561.51.61.41.527981018666オセアニア
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推計結果 2040年 （国別・部門別の飲食料市場規模の概要）

 中国は、大幅な経済成長が見込まれ、加工品を中心に269兆円から607兆円と300兆円以上拡大する。

 インドは、急激な人口増加と一人あたりGDPの成長に伴い、高い成長率が見込まれる。特に、加工品の市場が急速に成長する。

 アメリカは、更なる経済成長による市場拡大が見込まれ、外食を中心に１９４兆円から３４８兆円と150兆円以上拡大する。

GDP(百億USD)・人口（億人）・1人あたりGDP（百USD）市場規模（兆円）

伸び（倍）2040年2020年伸び（倍）2040年2020年

1人当
たり
GDP

人口GDP
1人当
たり
GDP

人口GDP
1人当
たり
GDP

人口GDP計外食
加工
品

生鮮
品

計外食
加工
品

生鮮
品

計外食
加工
品

生鮮
品

1.71.11.91003,7583,740573,5122,0192.32.52.52.194414636942941159148204アジア

2.01.01.91821,3662,492931,4121,3192.32.72.52.06079424826526935100133中国

2.31.22.7311,558486141,3411833.24.05.22.6141104784432932インド

1.91.12.25330716227271742.83.12.32.95181132192511インドネシア

1.31.11.4114528600914884431.81.71.91.714434624880193328その他アジア

1.31.11.56175513,3994594962,2761.82.01.71.741918915476228968844北米

1.31.11.58143622,9476103322,0231.82.01.61.734817611458194887234アメリカ

1.61.21.82391894521541642532.11.72.51.8701340183371610その他北米

1.51.11.63939615427359962.22.72.21.9359141116476南米

1.31.01.33956652,6282976611,9621.61.91.61.2358118162792306310363ヨーロッパ

1.31.21.61541682581211361652.02.91.81.7339131117377中東・アフリカ

1.31.31.664839253508311561.82.01.61.7311191118666オセアニア
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２．関連推計（所得階層別の人口分布の将来予測）の実施
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推計方法

各国・地域ごとの所得階層別の人口分布の将来予測を実施した。

本推計では、所得の分布の形状が対数正規分布に従うという仮定を置き、GDP予測を基に将来の分布を予測した。

具体的には以下の3ステップで推計を実施した。

Step 3：
階層別人口の推定

Step 2：
所得分布の推定

Step 1：
データ収集

各種統計より、各国別の世帯所得の平均値・中央値のデータを取得。

所得が対数正規分布に従うことを想定し、平均値と中央値からパラメータ（平均パラメー
タ・分散パラメータ）を推定。

得られたパラメータをもとに所得の分布を推定。

現在（２０２０年）と、2030年・2035年・2040年の分布を推定。

将来の所得分布は、GDP将来予測（実質）をもとに、現在と分布の形状自体は変化しない
と仮定し推定（格差は拡大せず定数倍で変化と仮定)

得られた分布と、将来の人口推計をもとに、所得階層別の人数を推定。

なお、本推計では、世帯所得の分布をもとに、人口を掛け合わせることで、各階層別の人
数を算定している。したがって推計された所得階層別の人数は、正確には「当該所得の世
帯に属する人口」である点に留意が必要である。
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使用したデータ

推計に使用したデータのソースは以下の通り。一部の推計対象国については、OECDのデータベースから必要な
データの取得が困難であったことから、異なるデータベースや推計により必要なデータを整理した。

なお、いずれも米国ドル（USD）の値を取得し、為替の換算は行っていない。

出典

World Population Prospects人口（現在・将来推計値）

OECD Income Distribution Database所得の平均値・中央値（現在）

OECD OutlookGDP（現在・将来推計値）

出典

World Population Prospects人口（現在・将来推計値）

World Population Review 所得の平均値・中央値（現在）

1995-2023の実質GDP（IMF）のトレンドを使用して推計GDP（現在・将来推計値）

OECDのデータが利用可能な国

その他の国 （インドネシア、マレーシア、タイ、フィリピン、ベトナム、モロッコ、ナイジェリア）
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推計結果（所得階層別の人口分布の将来予測の概要）

■OECD等で人口等データが取得できた４2か国（注）について推計。

■所得階層２万ドルから６万ドルの所得階層別人口は、2020年と2040年の比較で、全体約1.4倍、アジア約２．６倍に拡大。

■所得階層６万ドル以上の所得階層別人口は、 2020年と2040年の比較で、全体約1.7倍に拡大。大半を欧米が占める。
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1.4倍
1.7倍

２万ドル未満の人口 ２～６万ドル未満の所得階層人口 ６万ドル以上の所得階層人口

所得階層人口推計結果（42か国推計）（百万人）




